
■600人の家族■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 217号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：600人の家族 

 

今月ついに、笑恵館（しょうけいかん）クラブの会員数が 600人を突破した。 

笑恵館は「会員制のみんなの家」、つまり「会員 600人の家」ということになる。 

ここでいう「みんなの家」の「の」は、所有の「の」だが、笑恵館は「600人の誰もが全部を所有する家」であ

り、誰もが「600分の 1」ずつ所有する「シェア」とははっきり区別する必要がある。 

ところが、日本語の「共有」は「シェア」と翻訳され、その区別はあいまいだ。 

例えば、夫婦が家を共有するとき、それは 50％ずつ持っているのか、ともに 100％ずつ持っているのかは区別で

きない。 

だがそれを「夫婦」という組織に置き換えるとどうだろう。 

家を 100％所有する「夫婦」に所属する夫と妻は、いずれも 100％所有することになる。 

「夫婦」とか「家族」を、僕たちは人の関係性やつながりの側面から捉えがちだが、これを組織と考えることで、

この問題はすっきりと理解できる。 

・ 

ＡさんとＢさんがカーシェアを利用したとする。 

もしもＡさんとＢさんが夫婦だったら、どちらが借りても同じことで、シェアの比率に意味はないが、Ａさんと

Ｂさんが別の家族なら、シェアの比率に応じてＡとＢの二つの家族が時間をずらして使うことになる。 

つまり、シェアとは他人同士がすることだ。 

例えばシェアハウスは、他人同士が 1つの家をシェアすることであり、家族が一緒に住むことをシェアとは言わ

ない。 

笑恵館を「シェアハウス」と呼ばない理由は、まさにここにあるのだろう。 

つまり、笑恵館の会員は、すべて笑恵館クラブに所属する家族なので、他人同士のルールでなく家族間のルール

に基づいて笑恵館を利用する。 



・ 

一方、笑恵館を「住み開き」というが、すべての人に開いているのは食堂やトイレなど施設の一部で、残りの大

部分は会員＝家族に対して開いているに過ぎない。 

だが、家族に対して家を開くのは当たり前のことで、笑恵館が開いているのは家でなく、家族の方だと言えるだ

ろう。 

家族を開くとは、誰でも家族になれるということであり、この考えに賛同する人が 600 人を超えたというわけ

だ。 

したがって笑恵館は、決して社会に対して無防備に開いているわけではないが、大勢の会員に対しては緩やかに

開いている。 

そこで、この会員(家族)に対し、閉じる権利を有償で与えるのが笑恵館のビジネスだ。 

笑恵館アパートの住人は、契約することでカギをかけられるようになり、レンタル利用者は予約することで、部

屋や場所を占有利用することができる。 

普通のアパートは他人同士が暮らすので、普段は閉じたアパートを契約することで開けられるようになるのだが、

笑恵館はその逆と言える。 

・ 

そして、笑恵館のすべてのサービスは会員を対象としているので、笑恵館の収入はすべて会員から得ている。 

笑恵館を訪れる一般来館者に対する有償サービスは、すべて会員によるもので、笑恵館の収益には関係ない。 

また、笑恵館クラブと、運営団体の日本土地資源協会は、どちらも非営利で経営している。 

笑恵館を介して得られる収入はすべて笑恵館の維持、整備そして利用促進のために使われる。 

笑恵館クラブを大きな家族と考えれば、笑恵館の収益はすべて家族のために使われる。 

これは当たり前のことであり、妻や子供たちから収益を上げる父親など僕は見たことがない。 

だが、パン屋をはじめとする笑恵館で事業を行う家族たちは、笑恵館に利益を還元するわけではないし、むしろ

その多くは営利ビジネスで頑張っている。 

これはまさに、社会における営利・非営利の関係の縮図ではないかと思う。 

・ 

営利事業が他人を相手にする対外事業なら、非営利事業はまさに身内を相手にする対内事業だ。 

外から得た利益を身内で配分するのが営利事業で、身内から得た利益を身内のために使うのが非営利事業と言っ

てもいい。 

家族の崩壊を、「身内の喪失と孤立化」と考えれば、僕の取組は「身内の創出による孤立の解消」とも言えるだろ

う。 

だがそれは、すでに「コミュニティ」や「地域社会」として各所で取り組まれているはずだ。 

あとはそれを「家族＝身内」と思い、非営利の関係になることだ。 

「地域創生」の名のもとに、あらゆる自治体が「定住促進」に取り組んでいるが、果たして転入者を身内として

迎えているだろうか。 

いくら顧客を増やしても、いくらテナントを増やしても、身内が増えなければ地域は滅びる。 

地域とは、大きな家族のことだから。 

・ 

笑恵館の家族が 600人を超えたことの、意味をきちんと考えたい。 

損得勘定の寄せ集めでなく、互いに支えあう身内を増やすことが、地域社会を作ることにつながるのではないか

と僕は思う。 

 

http://nanoni.co.jp/20190626/ 



 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のつぶやき：謹賀新月  

 

もしもこのメルマガが、予定通り月曜の朝に発行できたら、その時僕は台北を歩いているはずです。 

もちろん僕は、台北の街を歩きながらこのメルマガを発信しているわけではありません。 

Mailchimp というシステムを使って、予約した時間に自動発行しています。 

とはいえ、いつもは直前の日曜日にブログを書いて、それを中心に発信するようにしているので、今週のトピッ

クスを直前に選ぶことができるんですが、今回は土曜から出かけるうえに、29，30，1日と月替わりにまたがる

日程なので、実は今水曜日にこれを書いています。 

なので、今週のトピックスを書く意欲がわかないから、今週は「つぶやき」ということにします。 

 

僕は毎月 1日に、Facebookで「謹賀新月」と挨拶します。 

もちろんこれは、謹賀新年をもじった言葉なので、「今月もよろしくお願いいたします。」と続きます。 

なぜこんなことを始めたのかというと、それは僕が年を取ったから。 

僕は今年 62歳になりましたが、65歳まであと 3年、70歳までたったの 8年になってしまいました。 

年を取るほどに知識や経験が増えて、世界が面白くなるのは素晴らしいのですが、一方で僕の冒険は確実に終わ

りに近づいています。 

本に例えるなら、新しいページを開く喜びより、読み終える寂しさが勝ってくる感じです。 

そこで僕は、新しいページを開く喜びを増やすため、ページ数を 12倍にすることを思いつきました。 

つまり、僕はひと月を 1年と考えることにしたわけです。 

 

おかげで、僕は忙しくなりました。 

これまで 1年かけてやったことを、ひと月でやりたいと思います。 

といっても、大したことができるわけではないですが、はじめに目標を立て、最期に振り返って総括し、感謝の

気持ちを持って次のページをめくります。 

謹賀新年とは、そんなページをめくるお祝いです。 

それを 12倍のスピードでやるのか、12分の 1ずつ細かくやるのか、どちらなのかわかりませんが、謹賀新月に

切り替えました。 

 

謹賀新月 

今月もどうぞよろしくお願いします。 

2019年 7月 1日 

松村拓也 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 



   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）07/01台湾旅行 激安ツアー 3/3日 

（火）07/02 ◎作業日・17時まで面談可（青葉台） 

（水）07/03 ◎作業日・終日面談可（青葉台） 

（木）07/04 〇13-18時 面談可（笑恵館） 

（金）07/05 ◎作業日・終日面談可（青葉台） 

（土）07/06 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

10-18時 ★まつむら塾（笑恵館） 

（日）07/07 ◎作業日・終日面談可（青葉台） 

 

■その後のイベント 

07/11 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

07/11 ★笑恵館クラブ運営会議 

07/12 ★カプラー起業交流会（三茶） 

07/13 ★江の島・海水浴 

07/13 ★まつむら塾（笑恵館） 

07/18 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

07/20 ★まつむら塾（笑恵館） 

07/23-24 ★御宿起業塾① (仮) 

07/25 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

07/28 ★名栗の森オーナーシップクラブ 7月例会（名栗） 

07/28 ★パルコカーサ 納涼会（西新井） 

08/01-04 ★御宿起業塾② (仮) 

 

 

今週は、金曜〆切の仕事があり、ちょっとパニックです。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 



http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


